
冒
頭
、
３
月
の
決
算
総
会
で

次
期
自
治
連
合
会
長
に
決
ま
っ

た
片
岡
宏
文
会
長
が
「
各
組
自

治
会
長
に
は
１
年
間
、
回
覧
や

集
金
等
で
お
世
話
に
な
り
ま
す

が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
」
と
挨
拶
。

議
題
で
は
役
員
承
認
に
続
い

て
28
年
度
予
算
案
を
松
井
憲
司

会
計
が
読
み
上
げ
、
満
場
一
致

で
承
認
さ
れ
た
。

第
17
回
井
原
町
大
運
動
会
関

係
は
、
担
当
の
山
岡
秀
男
福
祉

体
育
部
長
が
大
会
要
項
に
沿
っ

て
演
技
種
目
を
説
明
し
、
各
組

へ
選
手
選
出
を
依
頼
。
続
い
て

12
年
間
自
治
連
合
会
役
員
を
務

め
た
細
羽
正
敏
顧
問
に
感
謝
状

と
記
念
品
を
贈
っ
た
。

そ
の
他
、
郷
社
の
川
相
肇
総

代
長
は
神
社
費
改
訂
を
要
請
。

境
内
の
落
ち
葉
処
理
や
神
社
会

計
等
の
質
問
に
つ
い
て
は
「
総

代
会
で
協
議
し
文
書
で
回
答
し

た
い
」
と
伝
え
た
。
消
防
団
第

３
部
の
瀬
藤
慎
二
会
計
と
育
成

会
の
丸
山
剛
会
長
も
地
域
へ
支

援
と
協
力
を
求
め
た
。

自
治
会
費
未
納
世
帯
か
ら
回

覧
要
求
が
あ
っ
た
際
の
判
断
に

つ
い
て
は
「
ア
パ
ー
ト
等
に
居

住
す
る
人
た
ち
の
会
費
は
家
主

か
ら
支
払
わ
れ
て
い
る
場
合
も

あ
る
」
「
会
費
納
入
を
も
っ
て

会
員
と
み
な
す
と
い
う
考
え
方

が
古
く
か
ら
存
在
す
る
」
と
い

っ
た
意
見
が
出
席
者
か
ら
出
る

に
と
ど
ま
っ
た
。

ご
近
所
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

見
守
り
活
動
の
質
問
に
対
し
て

民
生
児
童
委
員
は
「
福
祉
委
員

を
兼
ね
て
い
る
各
組
自
治
会
長

は
、
組
内
の
独
居
老
人
が
元
気

で
暮
ら
し
て
お
ら
れ
る
か
時
々

確
認
し
て
欲
し
い
。
見
守
り
カ

ー
ド
は
、
年
度
末
に
回
収
し
た

い
」
と
述
べ
た
。

《
自
治
連
合
会
役
員
》

会

長

片
岡

宏
文

副

会

長

谷

和
政

会

計

松
井

憲
司

総
務
部
長

片
岡

秀
憲

消
防
環
境
部
長

佐
能

敏
政

防
犯
交
通
部
長

神
崎

節
夫

福
祉
体
育
部
長

山
岡

秀
男

広
報
友
愛
部
長

関
戸

啓
二

監
（
幹
）
事

川
相

勝

監

事

増
成

実

平
成
28
年
度
倉
掛
少
年
団
育

成
会
の
執
行
部
と
年
間
行
事
等

が
決
ま
り
、
関
係
資
料
を
倉
掛

の
全
戸
へ
配
布
し
た
。

本
年
度
は
少
年
団
活
動
の
メ

イ
ン
だ
っ
た
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ

を
取
り
止
め
、
大
佐
山
（
新
見

市
）
へ
の
日
帰
り
旅
行
計
画
を

打
ち
出
し
た
。

育
成
会
の
丸
山
剛
会
長
は
、

「
今
年
は
、
ギ
ュ
ギ
ュ
ッ
と
充

実
さ
せ
た
日
帰
り
日
程
で
行
い

ま
す
。
シ
ャ
ワ
ー
ト
レ
ッ
キ
ン

グ
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
」

と
話
し
て
い
る
。
年
間
行
事
及

び
新
役
員
と
平
成
28
年
度
前
期

活
動
は
次
の
と
お
り
。

◇

◇

《
育
成
会
役
員
》

会

長

丸
山

剛

副
会
長

浜
田

英
樹

副
会
長

山
成

秀
峰

副
会
長

江
草

祐
子

副
会
長

田
中

陽
子

会

計

渡
辺

大
輔

《
少
年
団
役
員
》

団

長

丸
山

颯
太

副
団
長

渡
辺

凪
紗

◇

◇

《
年

間

行

事
》

４
月

郷
社
清
掃
奉
仕

５
月

公
園
＆
堤
清
掃
奉
仕

５
月

井
原
町
大
運
動
会

６
月

資
源
回
収

６
月

学
区
球
技
大
会

７
月

ラ
ジ
オ
体
操

７
月

日
帰
り
旅
行

（
新
見
市
大
佐
）

８
月

公
園
清
掃
奉
仕

８
月

Ｐ
Ｔ
Ａ
奉
仕
作
業

９
月

三
世
代
交
流

10
月

公
園
＆
堤
清
掃
奉
仕

10
月

秋
季
大
祭

11
月

夜
警
活
動

11
月

オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ

12
月

ク
リ
ス
マ
ス
会

１
月

消
防
出
初
式

写
真
上
＝
前
列
左
か
ら
江
草

祐
子
・
丸
山
剛
・
田
中
陽
子
、

後
列
左
か
ら
山
成
秀
峰
・
渡
辺

大
輔
・
浜
田
英
樹
（
敬
称
略
）

心
肺
停
止
と
な
っ
て
い
る
人

の
心
臓
に
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
与

え
て
正
常
に
戻
す
医
療
機
器
・

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
講
習
会
が
５
月
15

日
、
つ
ど
え
～
る
で
開
か
れ

る
。今

回
は
井
原
地
区
消
防
組
合

と
つ
ど
え
～
る
の
主
催
に
よ
る

も
の
で
、
倉
掛
自
治
連
合
会
、

井
原
分
団
第
３
部
、
サ
ロ
ン
あ

す
は
が
共
催
し
て
い
る
。

関
係
者
は
「
４
月
13
日
に
つ

ど
え
～
る
へ
も
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
設
置

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
機
会
に
正

し
い
使
い
方
を
ぜ
ひ
知
っ
て
お

い
て
欲
し
い
」
と
受
講
を
呼
び

掛
け
て
い
る
。

講
習
は
実
技
が
中
心
な
の
で

動
き
や
す
い
服
装
が
好
ま
し

い
。
つ
ど
え
～
る
へ
備
え
付
け

の
申
込
書
へ
氏
名
等
を
記
入
し

て
事
務
局
へ
提
出
す
る
か
、
電

話
で
も
受
け
付
け
る
（
62
❘

９
０
９
０
）
。
無
料
。

受
付
：
午
前
９
時
30
分
～

講
習
：
午
前
10
時
～
同
11
時
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倉掛自治会 http://www.ibara.ne.jp/~kurakake/

（１）

〈発行 所〉

倉 掛 自 治 連 合 会

井原市井原町倉掛

会長／片岡宏文

〈編 集〉

倉 掛 自 治 連 合 会

倉 掛 少 年 団 育 成 会

消防井原分団第３部

連
合
会
長
に
片
岡
氏

※カッコ内は世帯数

１ 組（10）吉岡 功一

２ 組（ 5）北田 二三

３ 組（12）高橋 和宣

４ 組（ 6）渡辺 研一

５－１組（10）佐藤 勲

５－２組（11）細羽 正敏

６ 組（11）坂本 剛

７ 組（ 6）倉橋 一郎

８ 組（21）吉岡 秀樹

９ 組（ 6）藤沢 伯夫

10 組（ 5）高本 良一

11 組（ 6）渡辺多美代

12－１組（ 5）清水 勝己

12－２組（14）松井 憲司

13－１組（ 8）吉實 君治

13－２組（13）熊谷 辰夫

13－３組（14）藤井 勝志

14 組（11）入江 正康

15－１組（10）山岡 秀男

15－２組（ 7）井上 勝史

16 組（14）河田 友恭

17 組（ 7）吉川 朗

18－１組（ 8）瀬川 芳隆

18－２組（ 9）藤井 貢

18－３組（ 5）小寺 政志

〔総世帯数２３４戸〕

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置

５
月

15
日
に
講
習
会
開
催

平成２８年度倉掛自治会予算総会がつどえ～るで

４月９日、各組自治会長をはじめ、自治連合会役員

ら約４０人が出席して開かれた。

「よろしく願います」

つどえ～る

夏に日帰り旅行

少年団＆育成会

「
あ
な
た
は
Ａ
Ｅ
Ｄ

が
使
え
ま
す
か
？
」

会

費

未

納

回

覧

は

？



伝
統
の
郷
社
祭
り
が
４
月
４

日
に
あ
り
、
終
日
賑
わ
っ
た
。

祭
典
は
午
前
10
時
よ
り
山
室

晶
史
宮
司
に
よ
っ
て
執
り
行
わ

れ
、
恒
例
の
巫
女
舞
い
が
始
ま

る
頃
に
は
拝
殿
前
へ
カ
メ
ラ
な

ど
を
手
に
し
た
人
た
ち
が
並

び
、
倉
掛
と
夏
目
の
少
女
６
人

に
よ
る
優
美
な
榊
の
舞
を
写
真

に
収
め
て
い
た
。

参
拝
客
ら
は
植
木
商
と
花
木

の
値
段
交
渉
を
し
た
り
、
ほ
ぼ

満
開
の
桜
を
見
上
げ
な
が
ら
春

の
祭
り
を
楽
し
ん
で
い
た
。

午
後
か
ら
は
戦
没
者
忠
魂
碑

前
で
慰
霊
祭
が
執
り
行
わ
れ
、

市
内
の
遺
族
ら
が
出
席
し
た
。

井
原
市
消
防
操
法
訓
練
大
会

が
３
月
20
日
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

公
園
で
開
か
れ
、
市
内
の
各
分

団
か
ら
選
抜
さ
れ
た
選
手
が
２

部
門
で
基
本
的
な
消
防
操
法
技

術
を
競
っ
た
。

結
果
、
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の

部
は
井
原
分
団
が
優
勝
。
５
月

29
日
に
県
消
防
学
校
で
開
か
れ

る
岡
山
県
大
会
出
場
を
決
め
、

地
元
第
３
部
か
ら
片
山
敬
悟
さ

ん
と
田
中
達
也
さ
ん
が
選
手
に

選
ば
れ
た
。
経
験
豊
富
な
同
部

の
瀬
藤
慎
二
会
計
は
選
手
の
指

導
に
当
た
る
。
ポ
ン
プ
車
操
法

の
部
は
西
江
原
分
団
が
優
勝
、

準
優
勝
は
井
原
分
団
だ
っ
た
。

倉
掛
自
治
連
合
会
の
佐
能
敏

政
消
防
環
境
部
長
は
「
長
期
間

の
訓
練
は
大
変
で
し
ょ
う
が
、

頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

エ
ー
ル
を
送
っ
て
い
る
。

つ
ど
え
～
る
カ
フ
ェ
が
４
月

15
日
、
オ
ー
プ
ン
し
た
。
日
曜

日
と
金
曜
日
（
10
：
00
～
15
：

00
）
の
週
２
日
開
い
て
い
る
。

コ
ー
ヒ
ー
・
紅
茶
共
に
百
円
。

サ
ロ
ン
あ
す
は
お
花
見
会
が

つ
ど
え
～
る
で
４
月
８
日
、
会

員
ら
32
人
が
参
加
し
て
開
か
れ

た
。館

内
に
は
桜
の
鉢
植
え
が
持

ち
込
ま
れ
、
屋
内
な
が
ら
花
見

の
雰
囲
気
は
上
々
。
本
年
度
か

ら
倉
掛
の
サ
ロ
ン
を
引
き
継
い

だ
中
島
知
子
会
長
は
「
こ
の
た

び
会
長
を
引
き
受
け
ま
し
た
。

ご
指
導
ご
支
援
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
」
な
ど

と
挨
拶
。

続
い
て
ゲ
ス
ト
の
久
田

剛
氏
が
カ
ー
ド
や
紐
、
リ

ン
グ
を
使
っ
た
マ
ジ
ッ
ク

を
披
露
。
鮮
や
か
な
手
さ

ば
き
の
手
品
が
終
わ
る
ご

と
に
種
明
か
し
を
す
る
と
、
参

加
者
か
ら
拍
手
と
笑
い
と
歓
声

が
沸
き
起
こ
っ
た
。

２
部
は
ト
ー
ン
チ
ャ
イ
ム
に

よ
る
軽
音
楽
や
○
×

ク
イ
ズ
な

ど
を
楽
し
み
、
正
午
頃
に
閉
会

し
た
。
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5/ 1  井原分団第３部試運転日
5/ 8  井原町ソフトボールリーグ開幕
5/13  事業所自治会費集金＆役員会
5/14  資源の日 7:30～9:00

古紙古着・廃食油回収
5/15  ＡＥＤ講習会（つどえ～る）
5/15  倉掛少年団清掃奉仕作業
5/21  井原町大運動会
5/22  倉掛全戸溝掃除 22～29日迄
5/23  サロンあすは日帰り旅行

（府中～尾道）
5/29  岡山県消防操法訓練大会
6/ 3  サロン・グラウンドゴルフ
6/ 5  倉掛地内 側溝土砂回収
6/ 5  倉掛少年団春季資源回収

※雨天予備日 6/11
6/23  サロンあすは出前講座
6/26  井原学区少年団球技大会
7/24  ラジオ体操 （郷社）

※7/24～8/6
7/31  倉掛少年団・日帰り旅行

（新見市大佐）
- - - - - - - - - - - - - - - - - -
※倉掛パソコンクラブ（つどえ～る）

土曜日13:30～ 日曜日9:30～

◆ 行 事 予 定 ◆倉 掛 ほ っ と 情 報

サロンあすは
がグラウンドゴ
ルフの用具を入

れる収納箱を４
月１８日、郷社

境内へ設置。１
５－１組山岡秀

男さんが一部協

力した。
同サロンは冬

季を除きグラウンドゴルフ
月例会を郷社境内で開いて

おり、今シーズンは６月３
日が１回目となることか
ら、広く参加を呼び掛けて
いる。

月例会は毎月第１金曜日の午前１０時
から約１時間半程度の予定。雨天中止。

■グラウンドゴルフ用具箱を設置
６月からサロン月例会スタート

井

原

分

団

第

３

部

サ
ロ
ン
あ
す
は
花
見
会

倉掛山岳同好会が９月17～19日に実施する
木曽駒ヶ岳登山ツアーの参加者を一次募集！

◇ ◇
９月１７日
井原(22:00)→笠岡IC（車中泊）⇒駒ヶ根IC→
９月１８日
菅の台(7:00)…しらび平(8:00)…宝剣山荘…
木曽駒ヶ岳・2956ｍ…千畳敷(12:00)→こぶし
の湯(温泉入浴・昼食)→駒ヶ根IC⇒名古屋IC
→名古屋市内ホテル(泊) ※夕食は各自
９月１９日
ホテル(8:30)→熱田神宮→リニア鉄道館→(昼
食）→名古屋西IC⇒笠岡IC→井原(18:00)
- - - - - - - - - - - - - - - - - - -

会 費：一人 ４７，０００円
申 込：5月15日までに申込書と申込金１万円

をつどえ～る（渡辺）へ。
その他：天候等で変更中止の場合があります

≪木曽駒ヶ岳登山募集≫

愉快な口調で手品を披露する久田剛氏

つ
ど
え
～
る
カ
フ
ェ

４
月
15
日
オ
ー
プ
ン

巫女舞いを終えて山室宮司らと記念撮影＝郷社拝殿

サロンあすはが広島県東部

を回る日帰りバス旅行の参加

者を募集している。

◇ ◇

とき：５月２３日（月）

９：００分出発

１６：３０分頃帰着

集合：つどえ～る

行先：府中の町並み観光と尾

道ふれあいの里せらワ

イナリー

会費：３，５００円（当日）

※入浴は別途８５０円

締切：５月１６日（月）

窓口：各担当役員へ申し込む

《問合せ先》

中島知子会長（15-2組）

河合典子副会長（15-1組）

バ
ス
旅
行
参
加
者
を
募
集

練
習
に
励
む
井
原
分
団
の
選

手
ら
＝
4
月
24
日
・
井
原
小


